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　横浜市消防局の立入検査業務は、関係者に即時に立入
検査等結果通知書（以下「通知書」。）などを交付するた
め、平成８年から「査察モバイル端末」を立入検査先に
持ち出し、業務システムの一部を外部で利用する運用を
行っています。令和２年１月からは新たにタッチパネル
を搭載した2in1型の「査察モバイル端末」に更新し、タッ
チ操作を前提とした「査察モバイルシステム」を導入し
ました。今回は当局のICTを活用した立入検査業務効率
化の紹介をさせていただきます。

　令和２年にサーバ機器やPCのOS（オペレーティング
システム）のサポート期間が切れることに伴い、業務シ
ステムのサーバ機器と査察モバイル端末を更新する必要
があったことや、直感的なタッチ操作で行うことで業務
効率の向上が見込まれることから、「査察モバイルシス
テム」を導入することとなりました。

　これまで使用していた端末は薄型ノートPCでしたが、
更新端末はタッチパネルを搭載した２in1型薄型ノート
PCを採用しました。キーボードを裏返すことでタブレッ
トモードとなり、タッチ操作でのシステム入力が可能に
なるとともに、長文の指摘事項入力など状況に応じて物
理キーボードも利用して操作できるものとなっていま
す。

はじめに

１　査察モバイルシステム導入の経緯

２　査察モバイル端末の選定

ICTを活用した立入検査業務効率化の取組
～査察モバイルシステムの導入～
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　当局の業務システムはセキュリティ保護の観点から外部
ネットワークからアクセスすることを禁止しています。そ
のため、現地で立入検査を実施する場合には、職場内で対
象となる立入検査対象物情報をあらかじめ査察モバイル端
末に取り込み、オフライン環境下の現地では、関連データ
を用いながら、指摘事項や台帳情報の更新、過去の指摘の
確認などを行っていきます。　　
　通知書は携行しているモバイルプリンターで印刷をし、
登録した立入検査結果内容等は職場で業務システムに再接
続することで更新されます。情報の持ち出し範囲を最小限
に留めつつ、必要なことはできるだけ現地で実施できるよ
うな仕組みとしています。

　立入検査業務の一般的な流れは、「防火対象物台帳確認
⇒立入検査⇒実施結果内容登録⇒通知書発行⇒関係者への
説明」となっています。限られた時間のなかで関係者への
説明に多く時間を充てるには、その他の事務作業をいかに
効率的に行えるかが重要です。査察モバイルシステムで利
用可能な機能の一部を下記に示します。
 (1)　台帳情報の確認・更新
　「台帳更新」を押すと、業務システムの台帳画面が表示
されるため、移動時間で事前に立入検査対象物の情報や過
去の指摘内容を確認するといったことも可能となっていま
す。また、関係者等が変わっていた場合でも、職場に戻ら
ずその場で更新ができ時間の有効活用にもつながります。

３　査察モバイルシステムの仕組み

４　査察モバイルシステムの機能
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(2)　指摘事項登録
　指摘事項の検索方法は指摘分類から絞り込む方法とフ
リーワードで検索を行う機能があります。指摘事項の内容
を把握していればすぐに選択できます。また、複製機能も
設けているため、大規模な複合施設においても効率的に登
録していくことが可能となっており、登録した指摘内容は
出力した通知書に反映されます。

(3)　指摘グループ
　これまで、実際に使用する職員から、「防火管理者の未
選任と消防計画の未作成など、よくある指摘事項の組合せ
を自動で登録したい。」という声が挙げられてきました。
そこでこの課題を解消するため、「指摘グループ機能」を
設けました。指摘グループ機能とはよくある指摘の組合せ
を事前に登録しておくことで、毎回検索をせずに１回の操
作で複数登録できるものです。業務システムの管理画面で
設定できるため、今後新たな組合せを設けたいとなったと
きでも汎用性が効く仕組みとなっています。

　システムは利用者の利便性を向上させるものでなければ
なりません。現場で滞りなく正確に選択できるよう、複雑
な機能にせずシンプルなレイアウトとなるよう細心の注意
を払いました。
　違反是正を行うには立入検査実施後のより細かな説明が
重要です。ICTを活用することで事務処理時間を最小限に
留め、違反是正のために多くの時間を費やせる環境を整え
ることが、市民の安全・安心の確保につながると考えてい
ます。

おわりに

図1　査察情報入力画面

図2　指摘文例検索方法

図3　指摘グループ選択画面

図4　指摘組み合わせ内容（［甲］防管消計）
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